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第５学年 算数科学習指導案 

                         日 時  平成 30年 10月 10日（水）５校時 

 児 童  男５名 女７名 計 12名 

                         指導者  永沼 奈津子 

 

１ 単元名  図形の角を調べよう （東京書籍 新しい算数 ５年下） 

   

２ 単元について 

（１）教材について 

本単元は、学習指導要領第５学年の内容「C 図形」の「（１）図形についての観察や構成などの

活動を通して、平面図形についての理解を深める。」を受けて設定されている。 

角については、第３学年で角を切り取ったり、折って重ねたりする操作を通して形としての角の

相等について、第４学年では、分度器を用いて角の大きさを測定したり、必要な角の大きさを表し

たりして量としての角を捉えることを学習している。さらに、第５学年第６単元では、合同な図形

の定義や合同な図形の性質やかき方を学習した。 

本単元では、三角形の内角の和が 180°であることを学習する。さらに、それを基に、四角形や

多角形の内角の和を求めることも学習する。このように、図形の内角の和について、単なる知識と

してではなく、帰納的、演繹的に考えることにより、納得してその意味を理解することをねらいと

している。 

 

（２）児童について  

本学級の児童は、明るく活発で、与えられた課題に対して最後までやり遂げようとする児童が多

い。算数科の学習においても、意欲的に課題と向き合うことができる。しかし、問題文の意味を理

解することが難しい児童や、思いつきで発言する児童、算数の学習に対して苦手意識を感じている

児童もいる。 

学び合いについては、自分の考えを進んで表現しようとする児童はあまり多くないのが現状であ

る。自分の考えに自信がもてなかったり、他人任せになってしまったりする児童が多い。しかしな

がら、友達の発言を手がかりにして、課題解決の方法を考えようとする姿が徐々に見られるように

なってきている。 

振り返りについては、「本時の学習内容」、「分かったこと」、「次にがんばりたいこと」などの観

点で書く児童が多い。「どのような考え方を使って課題を解決できたか」について記述できる児童

も数名おり、それらの記述を紹介し、学級全体で共有している段階である。 

   レディネステストの結果より、半回転の角度は 12名中 11名、４直角の角度は 12名中 12名が理

解していた。しかしながら、正三角形の１つの角の大きさは 12 名中２名、三角定規を組み合わせ

た角の大きさは 12 名中６名という正答率であり、内容によって定着の差が見られた。そこで、既

習の内容をしっかり復習し、本単元においても適宜確認しながら学習を進めていきたい。その際に

は、用語や定義の確認だけに留めず、図で示すなど視覚情報を与えながら理解を深めるようにさせ

たい。 

 

（３）指導にあたって  

   指導にあたっては、三角形の内角の和は 180°であることを帰納的に考えることによりその意味

を理解させるとともに、その性質を生かして四角形などの多角形の内角の和を、三角形に分割して

演繹的に求めるようにさせる。さらに、他の児童の様々な考え方を読み取り、その方法を考え表現

することで児童の思考力や表現力の伸長を図りたい。 
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３ 単元の指導目標 

○三角形や四角形の内角の和について、図形の性質として見いだし、それを用いて図形を調べたり構

成したりすることができるようにする。 

関心・意欲・態度 ・筋道立てて考えることのよさを認め、三角形の内角の和が180°であること

を基に、四角形や他の図形の性質を調べようとする。 

数学的な考え方 ・三角形の内角の和が180°になることを三角形の性質として捉え、それを基

に、四角形の内角の和について演繹的に考え、四角形の性質として捉えるこ

とができるようにする。 

技能 ・三角形や四角形の内角の和を用いて、未知の角度を計算で求めることがで

きる。 

知識・理解 ・三角形の内角の和が 180°であることや、四角形の内角の和は三角形に分

けることによって求められることを理解する。 

 

４ 単元の評価規準 

 関心・意欲・態度  数学的な考え方 技能 知識・理解 

・三角形の内角の和に関

心をもち、いろいろな

方法で調べようとして

いる。 

・三角形の内角の和を、

三角定規の角の大き

さを調べたり、いろい

ろな三角形の３つの

角を１つに集めたり

することを通して帰

納的に考え、説明して

いる。 

・三角形の内角の和を基

にして、四角形の内角

の和を演繹的に考え、

説明している。 

・計算で三角形や

四角形の角の大

きさを求めるこ

とができる。 

・多角形の内角の和

は、三角形に分け

ることによって求

められることを理

解している。 

 

 

５ 指導計画と評価規準 （全７時間）   

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 

（1）三角形と四角形の角 下 p.20～28、141 ４時間 

１ 

 

〔プロローグ〕 

・ p.20の円の半径を使ったいろいろな二等辺三角形を見て、3つの角の大きさの関係に関心をもつ。 

 ○三角形の内角の和は180°

であることを理解し、計算

で三角形の角の大きさを求

めることができる。 

・ ○ア～○オの二等辺三角形を基に、三角形の3

つの角の大きさのきまりを調べる。 

・ ○ア～○オの二等辺三角形では3つの角の大き

さの和が180°であることを確認し、他の

三角形についての見通しをもつ。 

□関三角形の内角の和に関心をもち、い

ろいろな方法で調べようとしてい

る。 

□考三角形の内角の和を、三角定規の角

の大きさを調べたり、いろいろな三

角形の3つの角を１つの点に集めた

りすることを通して帰納的に考え、

説明している。 

□技計算で三角形の角の大きさを求める

ことができる。 

２ ・ いろいろな三角形について、3つの角の大

きさの和が180°になることを確認する。 

・ 三角形の内角の和が180°になることを活

用して、三角形のいろいろな角度を計算で

求める。 

３ 

 

本

時 

○三角形の内角の和を基にし

て、四角形の内角の和の求

め方を考え、説明すること

ができる。 

・ 角度を測らないで、四角形の4つの内角の

和を求める方法を考える。 

・ 各自の考えた求め方について発表し、検討

する。 

□考三角形の内角の和を基にして、四角

形の内角の和の求め方を演繹的に考

え、説明している。 
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４ 

 

○「多角形」を知り、多角形の

内角の和の求め方を考え、

内角の和を求めることがで

きる。 

・ 「五角形」「六角形」「多角形」の意味を理

解する。 

・ 五角形、六角形の内角の和を三角形に分け

て調べ、多角形の内角の和について表にま

とめる。 

□考三角形の内角の和を基に、多角形の

内角の和を三角形に分けて求める方

法を考え、説明している。 

□知多角形の内角の和は、三角形に分け

ることによって求められることを理

解している。 

（2）しきつめ 下 p.29～30、141 ２時間 

５ 

 

○基本図形の敷き詰めを通し

て、図形に親しみ、その美

しさを感得するとともに、

論理的な思考力を高める。 

・ 折り込みにある一般四角形の同じ図形を

並べて、すきまなく敷き詰める。 

・ 形も大きさも同じ四角形が敷き詰められ

る理由を考える。 

□関おもしろい敷き詰め模様を作ろうと

している。 

□考形も大きさも同じ四角形が敷き詰め

られることの理由を考え、筋道立て

て説明している。 ６ ・ 平行四辺形の一部を変形していって、おも

しろい敷き詰め模様を作る。 

まとめ 下p.31、131 １時間 

７ ○学習内容の定着を確認し、

理解を確実にする。 

・ 「しあげ」に取り組む。 □技計算で四角形の角の大きさを求める

ことができる。 

□知基本的な学習内容を身に付けてい

る。 

・ 【発展】巻末p.131の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み、学習内容を基にじっくり考え、追究する。 

 

６ 本時の指導 

（１）本時の目標 

   三角形の内角の和を基にして、四角形の内角の和の求め方を考え、説明することができる。 

（２）本時の指導の手立て 

   学び合いの場面では、友達の考えや教科書に示されている考えの例を取り上げ、他の児童に考え

を説明させたり、図だけを示して式を考えさせたりする活動を通して、思考力や表現力の向上を図

りたい。また、四角形を４つに分けて考える際に、余分な角度まで計算することで 360°より大き

な角度になってしまうため、児童に迷いが生じると思われる。そこで、なぜそうなるのかを図を使

って視覚的に示したり児童の気付きや発言をつなげたりすることにより理解を深めさせたい。 

振り返りの場面では、まとめに関わる振り返りにおいて、既習の三角形に分けて計算することや、

余分な角度をひくという考え方について振り返らせ、まとめていきたい。 

適用問題では、四角形を３つの三角形に分けた図を提示し、４つの三角形に分けた際の考え方を

使って内角の和を求める活動を行う。３つの三角形の内角の和から、余分な 180°をひくという方

法を考えさせ、説明させることで、計算で四角形の内角の和を求める学習についての理解を深めさ

せていきたい。 

学習感想については、「分かったこと」「気付いたこと」「友達の考えを聞いて思ったこと」「次に

考えてみたいこと」の４つの視点に沿って感想を書くようにさせる。それらの感想の中から、どの

ような考え方を使って課題を解決できたか、及び本時に扱った解決方法のよさについて触れている

児童の感想を紹介し、本時で身に付いた見方・考え方を児童が意識できるようにしたい。 
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（３）学び合いの構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【目標】 

三角形の内角の和を基にして、四角形の内角の和の求め方を考え、説明すること

ができる。 

【まとめ】 

 四角形の内角の和は、三角形に分けて考えれば計算で求められる。 

四角形の内角の和は、360°になる。 

【本時のゴール】（評価規準） 

三角形の内角の和を基にして、四角形の内角の和の求め方を演繹的に考え、説

明している。 

【まとめに関わる振り返り】 

・四角形の内角の和は、四角形を三角形に分けて考えれば求めることができる。 

・四角形の内角の和は、360°。 

【焦点化】 

四角形の内角の和は、三角形がいく

つ分かを考えて計算で求めること

ができる。 

本質に目を向けさせる問い 

３つの方法で共通していることは何ですか。

四角形の内角の和は何度になりますか。 

 

予想される児童の考え              学び合いの仕方：他者説明・リレー発言 

【課題】 

四角形の４つの角の大きさの和の求め方を考えよう。 

【既習の何を使うか】 

・三角形の内角の和は１８０° 

学習形態 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペア 

【適用問題】 

３つの三角形に分けて、四角形の内角の和を求めましょう。 

 

 

 

 

 

・四角形を２つの三

角形に分ける。180

×2＝360なので、四

角形の４つの角の和

は 360°になる。 

 

 

 

 

 

 

・四角形を４つの三角形
に分ける。180×4＝720
余分な 360°をひく。
720－360＝ 360 なの
で、四角形の４つ角の和
は 360°になる。 

 

 

 

 

 

・対角線を２本ひいて 
４つの三角形に分ける。 
180 × 4 ＝ 720 余 分 な
360°をひく。720－360
＝360なので、四角形の４
つ角の和は 360°になる。 

【学習感想で触れてほしいこと】 

・四角形を三角形に分けて考えることで、既習の「三角形の内角の和は 180°」  

 を使って計算し、４つの角の大きさの和を求めることができる。 

・どんな四角形でも、４つの角の大きさの和は 360°になることが分かった。 
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（４）展開 

段

階 
学 習 活 動（発問○ 児童の反応・） 指導上の留意点・評価[ ] 

つ

か

む 

５ 

 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

 ○正方形や長方形の４つの角の大きさの和は何度でし

ょう。 

  ・１つの角の大きさが 90°なので、360°になる。 

 

 

２ 学習課題を立てる。 

 

 

 

 

・正方形や長方形の内角の和が

360°であることを確かめ、一つ

ひとつの角の大きさが分からない

四角形はどうなのか課題意識をも

たせる。 

 

 

 

・四角形を分割して敷き詰めたり、

分度器で測ったりしてはいけない

ことを確認する。 

見

通

す 

５ 

３ 内角の和の求め方の見通しをもつ。 

 

 ○四角形の中に隠れている図形を考えましょう。 

  ・対角線をひくと、三角形ができる。 

・四角形の中に三角形があることに

気付かせる。 

・三角形の内角の和が 180°である

ことを確認し、それを利用して四

角形を三角形に分けて考えていく

ことを確認する。 

考

え

る 

５ 

４ 四角形の内角の和の求め方を各自で考え、それぞれ

の考えが分かるように図や式、言葉で表す。 

 

 

学

び

合

う 

15 

５ 考えを発表し合い、検討する。 

 ①式を先に提示し、図で表現する。 

・四角形を２つの三角形に分ける。 

180×２＝360 

   四角形の４つの角の大きさの和は 360°になる。 

 

 ②図を先に示し、式で表現する。 

  ・対角線を２本ひいて、４つの三角形に分ける。 

180×４＝720 

次に、余分な 360°をひく。 

720－360＝360 

四角形の４つの角の大きさの和は 360°になる。 

  

  ・点 Eを取り、そこから４つの三角形に分ける。 

   180×４＝720 

次に、余分な 360°をひく。 

720－360＝360 

四角形の４つの角の大きさの和は 360°になる。 

 

○ 余分な 360°とは、どこの角度のことでしょう。 

  ・点 Eのまわりの角。 

 

 

 

 

 

 

・児童から出てこなかった方法につ

いては教師が図を提示し、いろい

ろな方法で求められることを確か

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・必要な角と余分な角を図に表し、

余分な角度を引く必要性に気付

かせる。 

四角形の４つの角の大きさの和の求め方を考えよう。 

四角形の４つの角の大きさの和は何度になります

か。計算で求めましょう。 
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○３つの方法で共通していることは何でしょう。  

  ・三角形に分けている。 

 

・既習の三角形の内角の和を基にし

て考えていることに気付かせる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

る

15 

 

６ 本時のまとめをする。 

 ○四角形の４つの角の大きさの和は、どのように考え

ると求められましたか。 

  ・三角形に分けて計算する。 

  ・余分な角度をひく。 

 ○どんな四角形でも、４つの角の大きさの和は 360°

とい言ってよいでしょうか。 

  ・正方形や長方形も 360°だった。 

  ・どんな四角形でも、三角形に分けて考えると同じ

360°になる。 

 

 

 

 

 

 

７ 適用問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・180×３＝720 

余分な 180°をひく。 

540－180＝360 

四角形の４つの角の大きさの和は 360°になる。 

 

 

８ 学習を振り返って、感想を書く。 

 

 

 

 

 

９ 次時の学習内容を知る。 

 

 

 

 

 

 

・既習の正方形や長方形の内角の和

も 360°であることを再度確認

し、どんな四角形でも同様である

ことを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・余分な角はどこなのか、またその

角は何度なのか、ペアで説明し合

う。 

 

[考] 三角形の内角の和を基にして、

四角形の内角の和の求め方を演繹

的に考え、説明している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのような考え方を使って課題を

解決できたか、本時に扱った解決

方法のよさについて触れている児

童の感想を紹介し、本時で身に付

いた見方・考え方を皆で共有する。 

 

 

 

 

 

 四角形の４つの角の大きさの和は、三角形に分け

て考えれば計算で求められる。 

四角形の４つの角の大きさの和は、360°になる。 

 

 

 ３つの三角形に分けて、四角形の４つの角の大き

さの和を求めましょう。 

 

Ｅ 
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（５）板書計画 

 
10／10（水）P23～25 

 

○問四角形の４つの角の大きさの和は何

度になりますか。計算で求めましょう。 

 

○課四角形の４つの角の大きさの和の求め方を考えよう。 

 

○ま四角形の４つの角の大きさの和は、三角

形に分けて考えれば計算で求められる。 

四角形の４つの角の大きさの和は、360°

になる。 

 

 ３つの三角形に分けて、四角形の４つの

角の大きさの和を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

180×3－180＝540－180 

        ＝360 

       

答え 360° 

 

Ｅ 


